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「会員の増員と今後の課題について」

外村会長：本日はお忙しいところ有難うございま
す。本年度がスタートするにあたり、会頭から北
大阪商工会議所青年部に対してアドバイスを頂戴
したいと思います。
　私が入会した８年前は、100名前後の会員数で
したが、今では200名以上の会員数となりました。
ところが青年部の中には商工会議所の活動を知
らないメンバーもおり、積極的に商工会議所がど
のようなサービスを会員に提供しているのかを、
もっと我々が勉強する必要性を感じております。
　本年度の青年部は９つの委員会があり、商工会
議所がどのようなことをしているのかを知るため
にビジネス創造委員会と、会員の商売を全メン
バーが共有できるようにビジネス活性委員会を新
たにつくりました。
　また、200名を超える会員をまとめていくの
に、青年部メンバーで構成する事務局を新たに設
置いたしました。これについては本館内の部屋を
貸していただくことになり感謝いたしておりま
す。ありがとうございました。
北本会頭：青年部の事務局の設置にあたり、本館
内の部屋を部室として用意させていただくというこ
とは、青年部の活動が期待されているからですよ。
外村会長：４月度スタートに当たり新入会員さん
も30名の入会申し込みがあり、商工会議所にも
当然、同時入会されております。
北本会頭：それは、素晴らしいことですね。青年
部の活発な活動に会頭として感謝しています。全
国の商工会議所青年部の中でも会員数が増えてお
り、会員数が増えると活動も活発になり、年間
50名あまりの会員増加は、商工会議所として心
強く思っています。
　北大阪商工会議所の組織運営としても会員数増
加は活性化につながり、企業間取引の増加ととも

に各会員企業の繁栄につながると考えています。
例えば、青年部の活動の中で例会、委員会、親睦
会、さらには研修会なども実施していますよね。
そこに参加することで自社では知りえない情報を
共有できているのではないでしょうか。
　出席していないメンバーへも情報共有すること
で、さらなるメンバー相互間の輪が広がることに
もなりますが…。そのあたりも工夫されているの
ですね。
外村会長：会員間での共有というところでは、イ
ンターネットを駆使し、今日行われたことは、本
日中に会員間で共有できるような仕組みづくりを
しております。
　例えば、現在利用中のエンジェルタッチ（AT）
やホームページを通じて、事業内容や多様な資料
やニュースをリアルタイムに発信できるよう取り
組んでいます。このような情報の送受信が、会員
間でのつながりを深くし、会員企業の利益につな
がると考えています。
北本会頭：いい取り組みですね。是非続けていた
だきたいと思います。さらに、商工会議所と青年
部との会員企業間においても情報共有ができ、事
業発展にもつながりますね。

「地域活動と事業創生について」

外村会長：地域活動としては、ジュニアエコノ
ミーカレッジ活動を通じて、子供の育成に携わっ
ています。また、地域産業と産学官連携との関係
を見つめ直す活動もしています。
北本会頭：地域の子供たちの起業家の創生という
意味では、とても有意義な活動ですね。
　アジアの中でも少子化が進む日本で、子供たち
に経営する気持ちを与え、この地域から、経営者
が出ることは、地域の活性化につながるととも
に、大きな社会貢献です。今後とも、活動を続け
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ていくことが大切ですね。
外村会長：おっしゃるとおりです。このような活
動は、会員企業の大小にかかわらず、自らの事業
を真剣に見つめ直し、考える機会を与えられる有
意義な活動であるとともに、会員企業間のあらた
なビジネスの発展にもつながると考えています。
北本会頭：北大阪のこの地が創業の都市として地
域発展につながれば素晴らしいと思いますよ。
外村会長：現在モデルケースとして推進している
摂南大学とジュニアエコノミーカレッジとのコラ
ボレーションが、より良いものになるように続け
ていきたいと思います。
北本会頭：地域で育った子供たちが、この地域で
起業や就職することは、地域産業の活性化につな
がり、素晴らしい取り組みですね。
外村会長：地域に仕事があるという環境を創るこ
とができればという、強い思いがあります。

「事業継承の課題と取り組みについて」

北本会頭：青年部は50歳で卒業ですが、商工会
議所のメンバーで60歳にもなると事業継承を考
える時期になるメンバーがいます。商工会議所で
は、後継者の問題が課題としてありますが、青年
部では特別に何か取り組みしていますか。
外村会長：事業継承はとても重要な課題であると
思いますし、うまくバトンタッチすることが大切
だと思っています。これからは、青年部としても
事業継承に関し、勉強会なども開き取り組んでい
きたいと思います。

「地域活動との接点について」

北本会頭：地域の社会活動として祭りの参加な
ど、地域活動に積極的に参加して欲しいと思いま
すが、いかがでしょうか。
外村会長：青年部では枚方、交野、寝屋川祭りに
参加しております。また、マルシェにも参加して
おります。
北本会頭：祭りにマルシェ！楽しそうでいいですね。
　地域経済の発展が自社の事業の発展につながる
と思いますし、地域活動にはこれからもドンドン
積極的に参加して、人と人との出会いを大切にし
ていただきたいと思います。

「事業計画、検証のプロセスについて」

北本会頭：事業の持続的な発展には、目標設定が
重要であると思います。それには、事業計画書を
つくる習慣をつけるべきですよね。なので、商工
会議所ではそのような取り組みを行っています。
３年後、５年後の事業計画をつくり、毎年検証す
る習慣をつけることにより、目標到達が早くなる
と考えていますがいかがでしょうか。

外村会長：素晴らしい取り組みですね。私たちも
事業起案は提案書を各委員会でつくり理事会承認
を行っております。青年部メンバーも日頃から事
業計画書をつくる習慣・環境づくりを理事はもと
より、そのような事業計画書がつくれるよう全メ
ンバーで勉強していきたいと思います。

「商工会議所の部会活動への
　青年部の参加について」

北本会頭：商工会議所の部会活動を活性化してお
ります。部会ごとに青年部のメンバーにも参画し
ていただくことで、よりいっそう商工会議所とのつ
ながりも深くなるのではないでしょうか。また、会
員企業とのつながりの中で、新たなビジネスチャ
ンスも生まれると思いますがいかがでしょうか。
外村会長：そうですね。青年部メンバーも商工会
議所会員でありますから、各々が各部会に参加し
ていく必要性を感じます。昨年青年部としては、
建設業部会との合同例会を行いました。今年も他
の部会とのコラボレーションを考えていきたいと
思います。
北本会頭：一つの部会だけではなく、全部会と
行っていただきたいと思いますがいかがですか。
部会に参加することで、会員企業の後継者を青年
部へ勧誘もできるのではないでしょうか。
外村会長：是非、そのような取り組みを前向きに
検討したいと思います。

「ビジネスマッチングによる受発注について」

北本会頭：青年部の会員企業がビジネス受発注大
交流会やマイドーム大阪のイベントに積極的に参
加されることがとてもうれしく思っています。
　このような活動に参加すると、さらに＋αのこ
とをお願いしたいことがあります。
　どの企業様もふつうは、売りたいものを皆さん
言います。
　そうではなく、自分が買いたいものを言う。欲
しいものを言う。という風にしたらどうでしょう。
　必ず、ビジネスマッチングが生まれるのではな
いでしょうか。そして経営者であれば購入してい
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ただいたお返しとして、新たな提案をすること
で、さらにビジネスのつながりができてくると思
います。
　買う側への最大の購入提案は、相手の欲しいも
のを自分がどう提供するか、どのように役に立つ
のかを考えることです。このことが会員間の新た
なビジネスマッチングになると思います。
外村会長：そうですね。私の27年度所信でも述べ
ていますが、人と人とのつながりが大切であり、
メンバー間の情報共有が大切であると思います。
北本会頭：会員と会員とのつながりであれば、会
員同士、お互いメリットのあるような取引が成立
すると考えています。

「新入会員増強とフォローについて」

北本会頭：新しく入会されました
会員に対するフォローですが、二
人は必要でないかと思いますがい
かがでしょうか。
外村会長：私もそう思います。今
年は会員拡大委員会を新たに設置

し、新人メンバーのモチベーションアップとサ
ポートを充実させています。
北本会頭：いい企画ですね。１人以上のサポート
が必要ですし、声をかけられることで、また委員
会で会えるのではないかと思えるものです。
外村会長：最近ではスポンサーの紹介入会だけで
はなく、誰の紹介でもなく、自ら調べていただき自
発的に青年部に入会したいという新規入会の方も
おられます。このような、新規入会の新人メンバー
へも手厚いサポートが必要であると考えています。
　新人メンバーへは、商工会議所に入っているメ
リットも共有できる体制になるよう心掛けています。
北本会頭：商工会議所から青年部、青年部から商
工会議所へ、どちらから先に入会していただいて
もいいのですが、新規会員の新人メンバーがいる
のは、青年部の活動が地域でも認められえている
ということだと思います。素晴らしいことですね。

「IT化によるペーパーレス会議について」

外村会長：青年部では理事会は
ペーパーレスで行っています。
　５年かかりましたが、昨年度よ
り完全ペーパーレスを実施してお
ります。資料や前年度の引き継ぎ
が効率よくできます。

北本会頭：商工会議所としてはまだ導入できてい
ません。今後、青年部の卒業生で商工会議所を支
える人材も出ていただけると思いますのでよろし
くお願いします。
外村会長：現在、卒業会員により組織しておりま
すOB会員が71名おられます。今後も有用な人材

を多く輩出し、商工会議所の一翼になれるように
努めてまいります。

「グローバル社会と地域活性化の関係と
　地域創生について」

北本会頭：グローバルな社会で、今や世界は一つ
と言われております。中小企業もこれからは世界
へ出ていかねばならない時代であると思います。
外村会長：私もそう思います。少子高齢化による
人材不足が深刻です。特に建設現場では人不足と
聞いております。外国人も使える企業体質になる
ことが必要です。また外国へ出て仕事をすること
も必要であると思います。
北本会頭：北大阪商工会議所も一昨年、日商が事
務局を務める日本メコン地域経済委員会のメン
バーとなりました。ミャンマーやベトナムなどの
東南アジアの国々は、日本企業に来てもらいたい
との思いがある。日本企業は紳士であり、技術が
あると評価している。ベトナムでは大臣などが直
接対応しており、中小企業に是非とも来ていただ
きたいとの旨でありました。
　さらに初期投資が大変なことから、土地の賃貸
のフォローなどがあり、有効に活用できるような
体制になっていますよ。
外村会長：このような事案があることを、今後と
も情報共有していきたいと思います。よろしくお
願いします。

「最後に」

外村会長：商工会議所から期待されていることが
強く伝わりました。
　日本一の商工会議所青年部になれるよう目標を
もって平成27年度の組織体制を創り上げていき
ます。
北本会頭：青年部は50歳までです。若いうちに
事業を思い切って行うことです。また、思ったこ
とを積極的に行動に移すことで、チャンスが生ま
れます。若い方が積極的に事業に挑戦して行く。
そのことがとても素晴らしくうれしく思います。



平成27年度会長　外村　淳

2015年度スローガン

「勇往邁進」
未来を創造し、共に創る
ゆ　　め
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